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楚
辭
「
離
騷
」「
俗
」
義
初
探

二
七

は
じ
め
に

　

楚
辭
「
離
騷
」
は
永
く
「
屈
原
」
と
い
う
属
人
的
個
性
と
結
び
付

け
ら
れ
て
き
た（

（
（

。
こ
の
よ
う
な
属
人
的
個
性
に
限
定
せ
ず
、「
離
騷
」

自
体
に
見
ら
れ
る
特
異
な
表
現
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て「
離
騷
」

に
内
包
さ
れ
る
文
学
的
個
性（

（
（

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
筆
者
の
課
題

で
あ
る
。
筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
変
易
に
つ
い
て
の
表
現
や
「
美
」
に

つ
い
て
の
表
現
に
検
討
を
加
え
た
。
変
易
を
巡
る
表
現
か
ら
は
、
変

易
す
る
他
に
反
し
て
、
不
変
を
志
向
す
る
「
離
騷
」
中
の
「
余
」
に

つ
い
て
指
摘
し
た（

（
（

。
ま
た
「
美
」
を
巡
る
表
現
か
ら
は
、「
離
騷
」

中
の
「
余
」
が
、
内
面
と
外
見
と
の
乖
離
に
対
し
て
激
情
を
表
白
す

る
と
指
摘
し
た（

（
（

。
以
上
二
稿
に
於
け
る
検
討
に
よ
り
、
変
易
・「
美
」

の
そ
れ
ぞ
れ
の
表
現
に
「
俗
」
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
た
。
そ
の
関

連
と
は
例
え
ば
、 楚

辭
「
離
騷
」「
俗
」
義
初
探

木　

村　

剛　

大

固
時
俗
之
流
從
兮　

固
よ
り
時
俗
の
流
從
せ
る

又
孰
能
無
變
化　
　

又
孰
か
能
く
變
化
無
か
ら
ん

と
い
っ
た
「
時
俗
」
と
「
變
化
」
と
の
表
現
や
、
さ
ら
に
ま
た
、

委
厥
美
以
從
俗
兮　

厥
の
美
を
委
て
て
以
て
俗
に
從
ひ

苟
得
列
乎
衆
芳　
　

苟
し
く
も
衆
芳
に
列
す
る
を
得
た
り

右
の
「
委
厥
美
以
從
俗
兮
」
の
表
現
な
ど
か
ら
看
取
さ
れ
る（

（
（

。
本
稿

で
は
以
上
の
例
を
含
む
、「
離
騷
」
に
於
け
る
「
俗
」
の
表
現
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
る
。
そ
の
目
的
は
冒
頭
に
示
し
た
課
題
の
解
決
に

あ
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、「
離
騷
」
に
於
け
る
「
俗
」
表
現
を
検

討
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
反
俗
」
と
し
て
の
「
余
」
と
い
う
「
離
騷
」

読
解
の
一
つ
の
観
点
を
示
せ
れ
ば
と
期
す
る
の
で
あ
る
。
現
段
階
で



二
八

國
學
院
中
國
學
會
報
　
第
六
十
七
輯

は
「
離
騷
」
中
の
「
俗
」
表
現
か
ら
、「
反
俗
」
と
い
う
文
学
的
個

性
を
見
出
し
得
る
と
筆
者
は
想
定
す
る
。

　

ま
た
「
俗
」
語
は
先
行
す
る
『
詩
經
』
で
は
用
い
ら
れ
な
い
。
楚

辭
に
確
認
さ
れ
る
「
俗
」
表
現
は
、
先
秦
の
文
学
に
於
い
て
は
特
異

な
表
現
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
次
章
で
言
及
す
る
が
、
そ
の
他
先
秦

の
諸
文
献
と
比
較
し
て
も
、「
離
騷
」
に
見
ら
れ
る
「
俗
」
表
現
は
、

特
異
な
表
現
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
楚
辭
を
対
象
に
「
俗
」
語
の
検
討
を
主
な
目
的
と
し
た
論
考

は
、管
見
の
限
り
確
認
で
き
な
い（

（
（

。
後
述
す
る
よ
う
に
、「
黨
」が「
俗
」

の
一
要
件
と
し
て
捉
え
得
る
が
、「
離
騷
」
に
於
け
る
「
黨
」
に
つ

い
て
は
、
谷
紅
麗
氏
「《
離
騒
》 

〝党
人
”
考
」(
『
古
代
文
学
研
究
』・

首
都
師
範
大
学
文
学
院
・
北
京
・
二
〇
一
一
年
第
三
期)

の
論
考
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
谷
氏
の
論
考
は
「
離
騷
」
中
の
「
党
人
」
が

楚
人
で
あ
る
か
否
か
を
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、「
俗
」
表
現
の
検
討

を
目
的
と
す
る
本
稿
と
は
問
題
の
所
在
を
異
に
す
る
。

一
、
楚
辭
以
外
の
文
献
に
於
け
る
「
俗
」

　

本
項
で
は
、楚
辭
以
外
の
文
献
に
見
ら
れ
る
「
俗
」
を
確
認
す
る
。

ま
ず
『
說
文
解
字
』
と
そ
の
注
釈
に
於
け
る
「
俗
」
義
を
以
下
に
示

す
。「
俗
」
に
つ
い
て
、
後
漢
・
許
愼
の
『
說
文
解
字
』
卷
八
上
・

人
部（

（
（

に
は
、

俗
、
習
也
。
从
人
谷
聲
。

�

俗
は
、
習
な
り
。
人
に
从
ひ
谷
の
聲
。

と
あ
り
、「
俗
」
が
形
声
字
で
あ
る
と
確
認
で
き
る
。
ま
た
南
唐
・

徐
鍇
の
『
說
文
解
字
繫
傳
』（

（
（

に
は
、

俗
言
續
也
。
傳
相
習
也
。

俗
の
言
は
續
な
り
、
傳
へ
て
相
習
ふ
な
り
。

と
説
明
さ
れ
る
。
徐
鍇
は
、『
說
文
解
字
』
の
「
俗
」
と
は
「
續
」

を
意
味
し
、
そ
の
内
容
を
「
傳
相
習
」
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、

他
者
に
伝
え
る
こ
と
、
ま
た
伝
え
ら
れ
る
も
の
を
「
俗
」
と
解
釈
す

る
の
で
あ
る
。
更
に
時
代
は
下
る
が
、
清
・
段
玉
裁
の
『
說
文
解
字

注
』
八
篇
上
・
人
部（

（
（

を
確
認
す
る
と
、

以
雙
聲
爲
訓
。
習
者
、
數
飛
也
。
引
伸
之
凡
相
效
謂
之
習
。
周

禮
大
宰
、
禮
俗
以
馭
其
民
。
注
云
、
禮
俗
、
昏
姻

紀
。
舊
所

行
也
。
大
司
徒
、
以
俗
敎
安
。
注
、
俗
謂
土
地
所
生
習
也
。
曲

禮
、
入
國
而
問
俗
。
注
、
俗
謂
常
所
行
與
所
惡
也
。
漢
地
理
志



楚
辭
「
離
騷
」「
俗
」
義
初
探

二
九

曰
、
凡
民
函
五
常
之
性
。
其
剛
柔
緩
急
。
音
聲
不
同
。
繫
水
土

之
風
氣
。
故
謂
之
風
。
好
惡
・
取
舍
・
動
靜
無
常
。
隨
君
上
之

情
欲
。
謂
之
俗
。

雙
聲
を
以
て
訓
と
爲
す
。
習
と
は
、
數
し
ば
飛
ぶ
な
り
。
之
を

引
伸
し
て
凡
そ
相
效
ふ
は
之
を
習
と
謂
ふ
。
周
禮
大
宰
に
、「
禮

俗 

以
て
其
の
民
を
馭
す
。」
と
。
注
に
云
ふ
、「
禮
俗
は
、
昏

姻

紀
の
舊も

と
行
は
る
る
所
な
り
。」
と
。
大
司
徒
に
、「
俗
を

以
て
安
を
敎
ふ
。」
と
。
注
に
、「
俗
は
土
地
に
生
ず
る
所
の
習

を
謂
ふ
な
り
。」
と
。
曲
禮
に
、「
國
に
入
り
て
俗
を
問
ふ
。」
と
。

注
に
、「
俗
は
常
に
行
ふ
所
と
惡
む
所
と
を
謂
ふ
な
り
。」
と
。

漢
（
漢
書
・
卷
二
十
八
下
）
の
地
理
志
に
曰
は
く
、「
凡
そ
民 

五
常
の
性
を
函
む
。
其
の
剛
柔
・
緩
急
・
音
聲
の
同
じ
か
ら
ざ

る
は
、
水
土
の
風
氣
に
繫
る
。
故
に
之
を
風
と
謂
ふ
。
好
惡
・

取
舍
・
動
靜
の
常
無
き
は
、
君
上
の
情
欲
に
隨
ふ
。
之
を
俗
と

謂
ふ
。」
と
。

右
の
よ
う
に
注
釈
さ
れ
る
。
段
玉
裁
は
、『
說
文
解
字
』
の
「
俗
、

習
也
。」
に
つ
い
て
、「
凡
相
效
謂
之
習
」
と
述
べ
た
上
で
、『
周
禮
』

や
『
禮
記
』
な
ど
の
先
秦
の
文
献
や
、『
漢
書
』「
地
理
志
」
な
ど
を

引
用
す
る
。『
周
禮
』・『
禮
記
』
の
「
俗
」
は
、
注
の
「
舊
所
行
也
。」

や
「
常
所
行
與
所
惡
也
。」
に
基
づ
け
ば
、
旧
く
か
ら
あ
る
、
特
定

の
地
域
の
「
習
俗
」
や
「
禮
俗
」
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
よ
う
。
こ
こ

で
は
特
に
、『
漢
書
』「
地
理
志
」
に
於
け
る
「
俗
」
が
注
目
に
値
す

る
。
す
な
わ
ち
、「
好
惡
・
取
舍
・
動
靜
無
常
。
隨
君
上
之
情
欲
。」

と
あ
り
、「
好
惡
」・「
取
舎
」・「
動
靜
」
な
ど
に
於
い
て
「
無
常
」

で
あ
り
、「
君
上
之
情
欲
」
に
「
隨
」
う
の
が
「
俗
」
で
あ
る
と
す
る
。

換
言
す
れ
ば
、自
己
の
行
動
や
価
値
判
断
の
基
準
を
内
部
に
持
た
ず
、

す
べ
て
「
君
上
之
情
欲
」
に
「
隨
」
う
の
が
「
俗
」
で
あ
る
と
の
指

摘
で
あ
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、『
周
禮
』・『
禮
記
』
に
見
ら

れ
る
「
習
俗
」・「
禮
俗
」
と
は
異
な
る
、『
漢
書
』「
地
理
志
」
の
よ

う
な
「
俗
」
認
識
は
、「
離
騷
」
に
そ
の
端
を
発
す
る
可
能
性
を
筆

者
は
想
定
す
る
。
こ
こ
ま
で
『
說
文
解
字
』
と
そ
の
注
釈
と
に
於
け

る
「
俗
」
義
を
確
認
し
た（

（1
（

。

　
「
離
騷
」
の
検
討
に
入
る
前
に
、
今
暫
く
先
秦
の
文
献
に
於
け
る

「
俗
」
語
の
例
を
確
認
す
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
詩
經
』
に
は

「
俗
」
語
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
同
じ
く
楚
辭
に
先
行
す
る
で
あ

ろ
う
『
論
語
』
に
も
「
俗
」
語
は
確
認
で
き
な
い
。
先
秦
の
文
献
の

中
で
は
、楚
辭
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
成
立
と
推
察
せ
ら
る
『
孟
子
』
に
、

「
世
俗
」・「
流
俗
」
な
ど
の
表
現
が
確
認
さ
れ
る（

（1
（

。
こ
こ
で
は
『
孟
子
』

に
於
け
る
「
俗
」
語
の
例
を
い
く
つ
か
示
す
。

　
「
梁
惠
王
章
句
下
（
（1
（

」
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他
日
、
見
於
王
曰
、「
王
嘗
語
莊
子
以
好
樂
、
有
諸
。」
王
變
乎

色
曰
、「
寡
人
非
能
好
先
王
之
樂
也
、
直
好
世
俗
之
樂
耳
。」
曰
、

「
王
之
好
樂
甚
、
則
齊
其
庶
幾
乎
。
今
之
樂
猶
古
之
樂
也
。」

他
日
、（
孟
子
）
王
に
見
え
て
曰
は
く
、「
王 

嘗
て
莊
子
に
語

る
に
樂
を
好
む
こ
と
を
以
て
す
と
。
諸
れ
有
り
や
。」
と
。
王 

色
を
變
じ
て
曰
は
く
、「
寡
人 

能
く
先
王
の
樂
を
好
む
に
非
ざ

る
な
り
。
直
に
世
俗
の
樂
を
好
む
の
み
。」
と
。（
孟
子
）
曰
は

く
、「
王
の
樂
を
好
む
こ
と
甚
だ
し
け
れ
ば
、
則
ち
齊
は
其
れ

庶
幾
か
ら
ん
か
。
今
の
樂
は
猶
ほ
古
へ
の
樂
の
ご
と
き
な
り
。」

と
。

右
の
通
り
、『
孟
子
』
の
当
該
部
分
に
は
「
世
俗
」
と
い
う
語
が
用

い
ら
れ
る
。
こ
の
「
世
俗
」
の
語
は
、「
離
騷
」
に
於
い
て
も
以
下

の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
。

謇
吾
法
夫
前
脩
兮　
　
　

謇 

吾 

夫
の
前
脩
に
法
り

非
世
俗
之
所
服　
　
　
　

世
俗
の
服
す
る
所
に
非
ず

雖
不
周
於
今
之
人
兮　
　

今
の
人
に
周
は
ず
と
雖
も

願
依
彭
咸
之
遺
則　
　
　

願
は
く
は
彭
咸
の
遺
則
に
依
ら
ん

「
離
騷
」
に
於
い
て
「
世
俗
」
は
、「
前
脩
」
と
対
立
す
る
要
素
を
有

す
る
と
認
識
さ
れ
、「
今
之
人
」
と
同
様
に
「
吾
」
と
相
容
れ
な
い

対
象
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
一
方
で
、『
孟
子
』
の
当
該
部
分
で
は
、

「
世
俗
之
樂
」
に
つ
い
て
孟
子
は
高
く
評
価
す
る
。
或
い
は
、「
世
俗

之
樂
」
を
高
く
評
価
す
る
と
い
う
孟
子
の
意
図
的
な
修
辞
が
看
取
さ

れ
る
。
そ
れ
は
「
世
俗
之
樂
」
を
好
む
齊
王
に
対
す
る
「
王
之
好
樂

甚
、
則
齊
其
庶
幾
乎
。
今
之
樂
猶
古
之
樂
也
。」
と
い
う
孟
子
の
発

言
か
ら
看
取
さ
れ
る
。
即
ち
孟
子
は
、
齊
王
が
「
世
俗
之
樂
」
を
好

む
こ
と
が
甚
だ
し
け
れ
ば
、「
齊
其
庶
幾
乎
」
つ
ま
り
、
齊
国
が
天

下
の
王
者
た
る
の
も
遠
く
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
孟
子

は
「
今
之
樂
猶
古
之
樂
也
」
と
続
け
、「
今
之
樂
」（
こ
こ
で
は
「
世

俗
之
樂
」
と
同
義
で
あ
ろ
う
）
は
「
古
之
樂
」
と
同
様
で
あ
る
と
述

べ
る
。
こ
の
「
古
之
樂
」
と
は
、
か
つ
て
の
聖
人
が
好
ん
だ
「
樂
」

と
想
定
さ
れ
る
。以
上
よ
り
当
該
部
分
で
は
、「
世
俗
」に
対
し
て「
古
」

と
相
通
じ
る
要
素
を
孟
子
が
見
出
す
と
読
み
取
れ
よ
う
。
し
か
し
な

が
ら
、
齊
王
が
「
寡
人
非
能
好
先
王
之
樂
也
、
直
好
世
俗
之
樂
耳
。」

と
発
言
し
た
際
の
「
世
俗
」
は
、
孟
子
の
認
識
す
る
「
世
俗
」
と
は

異
な
る
。
そ
れ
は
自
身
が
好
む
「
世
俗
之
樂
」
は
、「
先
王
之
樂
」

と
は
異
な
る
と
齊
王
が
認
識
す
る
点
に
看
取
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
齊

王
は
「
先
王
之
樂
」
と
対
比
し
て
、取
る
に
足
ら
ぬ
も
の
と
し
て
「
世

俗
之
樂
」
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
齊
王
の
「
世
俗
」
認
識
が
当

時
広
く
共
有
さ
れ
た
認
識
で
あ
り
、
こ
の
取
る
に
足
ら
ぬ
「
世
俗
」
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と
い
う
認
識
に
対
し
て
、孟
子
が
異
な
る
認
識
を
示
し
た
と
『
孟
子
』

の
当
該
部
分
は
読
み
取
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。『
孟
子
』
に
は
、
こ
の

他
に
も
「
世
俗
」
語
の
用
例
が
あ
る
。

　
「
離
婁
章
句
下
」

孟
子
曰
、「
世
俗
所
謂
不
孝
者
五
。
惰
其
四
支
、不
顧
父
母
之
養
、

一
不
孝
也
。
博
弈
好
飲
酒
、
不
顧
父
母
之
養
、
二
不
孝
也
。
好

貨
財
、
私
妻
子
、
不
顧
父
母
之
養
、
三
不
孝
也
。
從
耳
目
之
欲
、

以
爲
父
母
戮
、
四
不
孝
也
。
好
勇
鬭
很
、
以
危
父
母
、
五
不
孝

也
。
…

孟
子
曰
は
く
、「
世
俗
の
所
謂
不
孝
な
る
者
五
あ
り
。
其
の
四

支
を
惰
り
、
父
母
の
養
を
顧
み
ざ
る
は
、
一
の
不
孝
な
り
。
博

弈
し
、
飲
酒
を
好
み
、
父
母
の
養
を
顧
み
ざ
る
は
、
二
の
不
孝

な
り
。
貨
財
を
好
み
、
妻
子
に
私
し
て
、
父
母
の
養
を
顧
み
ざ

る
は
、
三
の
不
孝
な
り
。
耳
目
の
欲
を
從
に
し
、
以
て
父
母
の

戮
を
爲
す
は
、
四
の
不
孝
な
り
。
勇
を
好
ん
で
鬭
很
し
、
以
て

父
母
を
危
く
す
る
は
、
五
の
不
孝
な
り
。
…

右
の
「
世
俗
」
に
は
、
先
の
例
と
は
異
な
り
「
世
俗
」
自
体
へ
の
評

価
は
看
取
さ
れ
な
い
。
但
し
、「
世
俗
」
語
の
使
用
が
確
認
さ
れ
る

例
は
、
楚
辭
と
成
立
時
期
を
近
く
す
る
文
献
に
限
る
と
、
管
見
の
限

り
『
孟
子
』
の
他
、『
荀
子
』
等
に
留
ま
る（

（1
（

。
楚
辭
・『
孟
子
』・『
荀

子
』
に
於
け
る
「
世
俗
」
と
い
う
語
彙
使
用
の
共
通
性
に
は
注
目
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。
次
に
「
流
俗
」
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
『
孟
子
』

の
例
を
確
認
す
る
。

　
「
盡
心
章
句
下
」

萬
子
曰
、「
一
鄉鄉
皆
稱
原
人
焉
、
無
所
往
而
不
爲
原
人
。
孔
子

以
爲
德
之
賊
、
何
哉
。」
曰
、「
非
之
無
擧
也
、
刺
之
無
刺
也
。

同
乎
流
俗
、
合
乎
汙
世
。
居
之
似
忠
信
、
行
之
似
廉
洯
。
衆
皆

悦
之
、
自
以
爲
是
、
而
不
可
與
入
堯
・
舜
之
道
。
故
曰
德
之
賊

也
。
孔
子
曰
、『
惡
似
而
非
者
。
惡
莠
、
恐
其
亂
苗
也
。
惡
佞
、

恐
其
亂
義
也
。
惡
利
口
、
恐
其
亂
信
也
。
惡
鄭
聲
、
恐
其
亂
樂

也
。
惡
紫
、
恐
其
亂
朱
也
。
惡
鄉鄉
原
、
恐
其
亂
德
也
。』
君
子

反
經
而
已
矣
。
經
正
、
則
庶
民
興
。
庶
民
興
、
斯
無
邪
慝
矣
。」

萬
子
曰
は
く
、「
一
鄉鄉 

皆
原
人
と
稱
す
、
往
く
所
と
し
て
原
人

た
ら
ざ
る
無
し
。孔
子 

以
て
德
の
賊
と
爲
す
は
、何
ぞ
や
。」と
。

（
孟
子
）
曰
は
く
、「
之
を
非
と
す
る
に
擧
ぐ
べ
き
無
く
、
之
を

刺
る
に
刺
る
べ
き
無
し
。
流
俗
に
同
じ
く
し
、
汙
世
に
合
す
。

之
に
居
る
こ
と
忠
信
に
似
て
、之
を
行
ふ
こ
と
廉
洯
に
似
た
り
。

衆 
皆 

之
を
悦
び
、
自
ら
以
て
是
と
爲
す
も
、
而
も
與
に
堯
・

舜
の
道
に
入
る
べ
か
ら
ず
。
故
に
德
の
賊
と
曰
ふ
な
り
。
孔
子
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曰
は
く
、『
似
て
非
な
る
者
を
惡
む
。
莠
を
惡
む
は
、
其
の
苗

を
亂
す
を
恐
る
れ
ば
な
り
。
佞
を
惡
む
は
、
其
の
義
を
亂
す
を

恐
る
れ
ば
な
り
。
利
口
を
惡
む
は
、
其
の
信
を
亂
す
を
恐
る
れ

ば
な
り
。
鄭
聲
を
惡
む
は
、其
の
樂
を
亂
す
を
恐
る
れ
ば
な
り
。

紫
を
惡
む
は
、
其
の
朱
を
亂
す
を
恐
る
れ
ば
な
り
。
鄉鄉
原
を
惡

む
は
、
其
の
德
を
亂
す
を
恐
る
れ
ば
な
り
。』
と
。
君
子
は
經

に
反
る
の
み
。
經 
正
し
け
れ
ば
、
則
ち
庶
民 

興
る
。
庶
民 

興

れ
ば
、
斯
に
邪
慝
無
し
。」
と
。

右
の
部
分
に
於
い
て
「
流
俗
」
は
、「
汙
世
」
と
併
称
さ
れ
る
。
こ

れ
は
先
に
示
し
た
「
梁
惠
王
章
句
下
」
に
見
ら
れ
る
孟
子
の
「
俗
」

認
識
と
は
大
き
く
異
な
る
。
当
該
の
「
流
俗
」
が
確
認
さ
れ
る
部
分

は
、「
原
人
」
が
「
德
之
賊
」
と
言
わ
れ
る
理
由
を
、
孟
子
が
弟
子

の
萬
章
に
対
し
て
説
い
た
部
分
で
あ
る
。「
原
人
」
が
「
德
之
賊
」

で
あ
る
理
由
を
述
べ
る
中
で
「
同
乎
流
俗
、
合
乎
汙
世
。」
と
挙
げ

る
の
で
あ
る
か
ら
、「
流
俗
」
も
「
汙
世
」
同
様
に
非
難
対
象
で
あ

る
と
認
識
さ
れ
る
。
こ
の
認
識
は
、「
世
俗
之
樂
」
を
高
く
評
価
し

た
「
梁
惠
王
章
句
下
」
に
見
ら
れ
る
孟
子
の
「
俗
」
認
識
と
は
異
な

る
。
次
項
で
述
べ
る
が
、「
盡
心
章
句
下
」
に
見
た
よ
う
な
非
難
対

象
と
し
て
の
「
俗
」
の
表
現
は
、「
離
騷
」
に
も
確
認
さ
れ
る
と
指

摘
し
て
お
く
。
こ
こ
で
ま
た
『
孟
子
』
に
於
け
る
「
俗
」
語
の
例
を

確
認
す
る
。

　
「
告
子
章
句
下
」

孟
子
曰
、「
今
之
事
君
者
皆
曰
、『
我
能
爲
君
辟
土
地
、充
府
庫
。』

今
之
所
謂
良
臣
、
古
之
所
謂
民
賊
也
。
君
不
鄉鄉
道
、
不
志
於
仁
、

而
求
富
之
。
是
富
桀
也
。『
我
能
爲
君
約
與
國
、
戰
必
克
。』
今

之
所
謂
良
臣
、
古
之
所
謂
民
賊
也
。
君
不
鄉鄉
道
、
不
志
於
仁
、

而
求
爲
之
强
戰
、
是
輔
桀
也
。
由
今
之
道
、
無
變
今
之
俗
、
雖

與
之
天
下
、
不
能
一
朝
居
也
。」

孟
子
曰
は
く
、「
今
の
君
に
事
ふ
る
者 

皆
曰
は
く
、『
我 

能
く

君
の
爲
に
土
地
を
辟
き
、
府
庫
を
充
す
。』
と
。
今
の
所
謂
良

臣
は
、
古
の
所
謂
民
の
賊
な
り
。
君 

道
に
鄉鄉
は
ず
、
仁
に
志

さ
ざ
る
に
、
而
も
之
を
富
ま
さ
ん
こ
と
を
求
む
。
是
れ
桀
を
富

ま
す
な
り
。『
我 

能
く
君
の
爲
に
與
國
を
約
し
、
戰
へ
ば
必
ず

克
つ
。』
と
。
今
の
所
謂
良
臣
は
、
古
の
所
謂
民
の
賊
な
り
。

君 

道
に
鄉鄉
は
ず
、
仁
に
志
さ
ざ
る
に
、
而
も
之
が
爲
に
强
戰

せ
ん
こ
と
を
求
む
。
是
れ
桀
を
輔
く
る
な
り
。
今
の
道
に
由
り
、

今
の
俗
を
變
ず
る
こ
と
無
く
ん
ば
、之
に
天
下
を
與
ふ
と
雖
も
、

一
朝
も
居
る
こ
と
能
は
ざ
る
な
り
。」
と
。

右
の
「
今
之
俗
」
は
、「
變
」
え
ね
ば
な
ら
ぬ
対
象
と
し
て
認
識
さ
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れ
る
。
具
体
的
に
は
、
民
の
た
め
で
は
な
く
「
爲
君
」
を
判
断
の
基

準
に
動
く
「
臣
」
が
「
良
臣
」
と
さ
れ
る
状
況
を
指
し
て
「
今
之
俗
」

と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。「
今
之
所
謂
良
臣
」
が
「
古
之
所
謂
民
賊
」

で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
、「
今
」
と
「
古
」
と
の
相
違
を
孟
子
は
非

難
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
今
」
に
対
す
る
非
難
の
表
現
は
、

先
に
引
用
し
た
「
離
騷
」
に
も
確
認
で
き
る
。
こ
こ
で
改
め
て
引
用

し
言
及
す
る
。

謇
吾
法
夫
前
脩
兮　
　

謇 

吾 
夫
の
前
脩
に
法
り

非
世
俗
之
所
服　
　
　

世
俗
の
服
す
る
所
に
非
ず

雖
不
周
於
今
之
人
兮　

今
の
人
に
周
は
ず
と
雖
も

願
依
彭
咸
之
遺
則　
　

願
は
く
は
彭
咸
の
遺
則
に
依
ら
ん

長
太
息
以
掩
涕
兮　
　

長
太
息
し
て
以
て
涕
を
掩
ひ

哀
民
生
之
多
艱　
　
　

民
生
の
多
艱
を
哀
し
む

こ
の
よ
う
に
「
離
騷
」
に
見
ら
れ
る
「
吾
」
は
、「
前
脩
」
へ
と
志

向
す
る
。
続
く
「
世
俗
」
や
「
今
之
人
」
は
、「
吾
」
と
は
相
容
れ

な
い
対
象
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。「
離
騷
」
に
確
認
さ
れ
る
「
世
俗
」

や
「
今
之
人
」
に
対
す
る
認
識
と
、『
孟
子
』「
告
子
章
句
下
」
に
於

い
て
孟
子
の
「
今
之
俗
」
へ
の
認
識
と
は
、「
非
難
対
象
」
と
い
う

点
で
同
質
と
言
え
よ
う
。
詳
し
く
は
次
項
に
於
い
て
述
べ
る
。

　

こ
こ
ま
で
、『
說
文
解
字
』
に
見
ら
れ
る
「
俗
」
と
そ
の
注
釈
、

そ
し
て
『
孟
子
』
に
見
ら
れ
る
「
世
俗
」・「
流
俗
」・「
今
之
俗
」
の

例
を
確
認
し
た
。
以
上
の
内
容
か
ら
、「
俗
」
の
認
識
は
ひ
と
ま
ず

次
の
二
つ
に
区
分
し
得
よ
う
。

　

㈠ 

習
俗
・
旧
来
的
事
項
と
し
て
の
「
俗
」
認
識

　

㈡ 

非
難
対
象
と
し
て
の
「
俗
」
認
識

㈠
の
「
俗
」
認
識
は
、『
周
禮
』・『
禮
記
』
の
例
に
見
た
も
の
で
あ
り
、

㈡
の
「
俗
」
認
識
は
、『
漢
書
』「
地
理
志
」・『
孟
子
』・「
離
騷
」
の

例
に
見
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
は
㈠
の
「
俗
」
認
識
が
「
俗
」
の
原

義
に
近
い
も
の
で
あ
る
と
想
定
す
る
。
そ
し
て
、
㈡
の
「
俗
」
認
識

は
、「
集
団
」に
根
ざ
し
た
習
俗
や
旧
来
的
事
項
を
相
対
的
に
捉
え
た
、

所
謂
「
個
」
の
発
生
に
基
づ
く
認
識
で
は
な
い
か
と
想
定
す
る
。
ま

た
極
め
て
早
い
段
階
で
、
㈡
の
「
俗
」
認
識
が
激
情
と
結
び
つ
き
、

言
語
に
よ
る
表
現
の
段
階
へ
と
昇
華
し
た
の
が
「
離
騷
」
で
は
な
い

か
と
筆
者
は
考
え
る
。
即
ち
、㈡
の
「
俗
」
認
識
に
基
づ
く
「
反
俗
」

の
性
質
を
、「
離
騷
」
に
於
け
る
「
余
」
は
有
す
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
以
上
の
仮
説
の
傍
証
と
な
ら
ん
こ
と
を
期
待
し
て
、
次
項
で

は
「
離
騷
」
に
於
け
る
「
俗
」
表
現
と
「
俗
」
に
関
連
す
る
い
く
つ

か
の
表
現
と
を
確
認
す
る
。
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二
、「
離
騷
」
に
於
け
る
「
俗
」
語

　
「
離
騷
」
に
於
い
て
、「
俗
」
語
は
四
カ
所
に
確
認
さ
れ
る
。
そ
の

「
俗
」
に
は
以
下
に
示
す
通
り
、
複
数
の
要
素
が
含
ま
れ
る
と
筆
者

は
考
え
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
要
素
ご
と
に
検
討
を
加
え
る
。

ａ
、「
俗
」
と
変
化
と

　

ま
ず
「
離
騷
」
に
確
認
さ
れ
る
「
從
俗
」
の
語
に
注
目
し
、「
俗
」

の
要
素
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
。

余
以
蘭
爲
可
恃
兮　

余 

蘭
を
以
て
恃
む
べ
し
と
爲
せ
り

羌
無
實
而
容
長　
　

羌 

實
無
く
し
て
容
の
み
長
し

委
厥
美
以
從
俗
兮　

厥
の
美
を
委
て
て
以
て
俗
に
從
ひ

苟
得
列
乎
衆
芳　
　

苟
し
く
も
衆
芳
に
列
す
る
を
得
た
り

こ
こ
で
は
、「
蘭
」
が
「
委
厥
美
」
に
よ
っ
て
「
從
俗
」
す
る
と
表

現
さ
れ
る
。「
蘭
」
に
つ
い
て
は
「
子
蘭
」
と
い
う
人
物
で
あ
る
と

王
逸
『
楚
辭
章
句
』（
以
下
『
章
句
』
と
す
る
。）
や
洪
興
祖
『
楚
辭

補
注
』（
以
下
『
補
注
』
と
す
る
。）
で
は
解
釈
さ
れ
る
。
本
稿
で
は

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
深
入
り
し
な
い
。
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、

「
蘭
」
の
「
委
厥
美
」
と
い
う
変
化
が
「
從
俗
」
と
表
現
さ
れ
る
点

で
あ
る
。「
美
」
を
棄
て
る
こ
と
に
つ
い
て
『
章
句
（
（1
（

』
に
は
次
の
よ

う
に
あ
る
。

言
子
蘭
棄
其
美
質
正
直
之
性
、
隨
從
謟
佞
、
苟
欲
列
於
衆
賢
之

位
、
無
進
賢
之
心
也
。

言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
子
蘭 

其
の
美
質
正
直
の
性
を
棄
て
て
、
謟

佞
に
隨
從
し
、
苟
し
く
も
衆
賢
の
位
に
列
せ
ん
と
欲
し
て
、
賢

に
進
む
の
心
無
き
な
り
。

王
逸
は
「
美
」
と
は
「
美
質
正
直
之
性
」
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
さ

ら
に
「
從
俗
」
に
つ
い
て
は
、「
隨
從
謟
佞
」
と
し
て
、
そ
の
目
的

は
「
列
於
衆
賢
之
位
」
に
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、「
衆
賢
之
位
」

に
列
せ
ら
れ
る
こ
と
冀
求
し
、
自
身
の
も
つ
「
美
質
正
直
之
性
」
を

棄
て
、「
謟
佞
」
に
追
従
す
る
の
が
「
從
俗
」
の
内
容
で
あ
る
。
王

逸
の
解
釈
に
拠
れ
ば
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
「
俗
」
が
、「
余
」
の
非

難
対
象
と
し
て
の
「
俗
」
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て

以
上
の
よ
う
に
「
從
俗
」
す
る
「
蘭
」
に
つ
い
て
は
、「
離
騷
」
本

文
に
於
い
て
「
無
實
而
容
長
」
と
断
じ
ら
れ
る
。
こ
の
「
無
實
」
と

「
容
長
」
に
つ
い
て
、『
補
注
（
（1
（

』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

補
曰
、
子
蘭
有
蘭
之
名
、
無
蘭
之
實
。
雖
與
衆
芳
同
列
、
而
無
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芬
芳
也
。

補
に
曰
は
く
、
子
蘭
は
、
蘭
の
名
有
る
も
、
蘭
の
實
無
し
。
衆

芳
と
列
を
同
じ
く
す
と
雖
も
、
而
れ
ど
も
芬
芳
無
き
な
り
、
と
。

以
上
の
通
り
、洪
興
祖
に
よ
っ
て
「
無
實
而
容
長
」
は
「
有
名
」・「
無

實
」
と
言
い
換
え
ら
れ
る
。
こ
の
「
有
名
」・「
無
實
」
と
同
様
な
解

釈
と
し
て
、
林
雲
銘
『
楚
辭
燈
（
（1
（

』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

浪
得
虛
名
。（
略
）
水
之
流
下
、
從
而
不
能
逆
返
。

浪み
だ

り
に
虛
名
を
得
た
り
。（
略
）
水
の
下
に
流
る
る
は
、
從
ひ

て
逆
返
す
る
能
は
ず
。

林
雲
銘
は
以
上
の
よ
う
に
述
べ
、「
從
俗
」
し
「
衆
賢
之
位
」
を
求

め
て
も
、そ
れ
は
「
虛
名
」
を
得
る
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
。
こ
の
「
虛

名
」
は
、
洪
興
祖
の
指
摘
す
る
、「
有
名
」
で
あ
っ
て
も
「
無
實
」

で
あ
る
と
い
う
解
釈
と
同
質
で
あ
ろ
う
。「
離
騷
」
の
当
該
部
分
の

「
俗
」
は
、「
余
」
の
非
難
対
象
と
し
て
表
現
さ
れ
る
と
言
え
よ
う
。

更
に
以
下
に
は
変
化
と
「
俗
」
と
が
関
連
す
る
句
が
続
く
、

椒
專
佞
以
慢
慆
兮　

椒
は
專
ら
佞
に
し
て
以
て
慢
慆
に

又
欲
充
夫
佩
幃　

 

又 

夫
の
佩
幃
に
充
た
ん
と
欲
す

既
干
進
而
務
入
兮　

�

既
に
進
ま
ん
こ
と
を
干
め
て
入
ら
ん
こ
と

を
務
め

又
何
芳
之
能
祗　
　

又 

何
の
芳
か
之
れ
能
く
祗
ま
ん

固
時
俗
之
流
從
兮　

固
よ
り
時
俗
の
流
從
せ
る

又
孰
能
無
變
化　
　

又 

孰
か
能
く
變
化
無
か
ら
ん

覽
椒
蘭
其
若
玆
兮　

椒
・
蘭
を
覽
る
に
其
れ
玆
く
の
ご
と
し

又
況
揭
車
與
江
離　

又 

況
ん
や
揭
車
と
江
離
と
を
や

頼
み
に
な
る
と
思
っ
た
「
蘭
」
で
す
ら
「
無
實
而
容
長
」
で
あ
り
、「
從

俗
」
し
て
し
ま
う
。
更
に
「
蘭
」
に
次
ぐ
「
椒
」
や
「

」
に
は
「
芳
」

を
保
持
し
よ
う
と
い
う
意
も
な
い
。「
椒
」・「
蘭
」
の
よ
う
な
芳
草

で
す
ら
「
變
化
」
し
て
し
ま
う
の
だ
か
ら
、
ま
し
て
や
「
揭
車
」
や

「
江
離
」
と
い
っ
た
「
椒
」・「
蘭
」
に
比
べ
て
下
等
な
芳
草
は
「
變
化
」

し
な
い
は
ず
が
な
い
、と
嘆
く
の
で
あ
る
。
や
は
り
こ
の
部
分
で
も
、

変
化
が
「
俗
」
の
要
素
と
な
る
例
が
確
認
で
き
る
。
以
上
の
変
化
に

つ
い
て
『
章
句
』
で
は
以
下
の
通
り
述
べ
る
。

言
時
世
俗
人
隨
從
上
化
、
若
水
之
流
。
二
子
復
以
謟
諛
之
行
、

衆
人
誰
有
不
變
節
而
從
之
者
乎
。
疾
之
甚
也
。
五
臣
曰
、「
固

此
謟
佞
之
俗
、
流
行
相
從
。
誰
能
不
變
節
隨
時
以
容
身
乎
。」

言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
時
世
俗
人
の
上
の
化
に
隨
從
す
る
こ
と
、
水
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の
流
る
る
が
ご
と
し
。
二
子 

復
た
謟
諛
の
行
ひ
を
以
て
す
る

に
、
衆
人 

誰
か
變
節
し
て
之
に
從
は
ざ
る
者
有
ら
ん
や
。
之

を
疾
む
こ
と
甚
だ
し
き
な
り
。
五
臣
に
曰
は
く
、「
固
よ
り
此

れ
謟
佞
の
俗
に
し
て
、
流
行 

相
從
ふ
。
誰
か
能
く
變
節
し
て

時
に
隨
ひ
て
以
て
身
を
容
れ
ざ
ら
ん
や
。」
と
。

右
の
記
述
に
は
、「
變
節
」
の
語
が
確
認
さ
れ
る
。
王
逸
は
当
該
の

変
化
を
「
變
節
」
と
捉
え
、「
疾
之
甚
也
」
と
強
く
非
難
す
べ
き
対

象
と
し
て
解
釈
す
る
。
ま
た
五
臣
注
を
引
い
た
部
分
に
は
「
謟
佞
之

俗
」
と
あ
る
。
王
逸
自
身
も
「
謟
諛
之
行
」
の
語
で
「
俗
」
を
捉
え

る
。
こ
れ
ら
「
謟
諛
」
と
は
自
己
の
内
部
に
判
断
基
準
を
持
た
ず
、

他
（
こ
こ
で
は
「
上
」）
の
様
子
を
う
か
が
っ
て
そ
の
都
度
ご
と
に

動
き
を
決
め
る
と
い
う
点
で
、「
變
節
隨
時
」
の
態
度
に
近
い
も
の

で
あ
る
だ
ろ
う
。
以
上
は
「
離
騷
」
に
於
い
て
認
識
さ
れ
る
「
俗
」

の
内
容
の
一
部
で
あ
る
。
こ
の
例
か
ら
も
ま
た
、「
俗
」
の
要
素
と

し
て
の
変
化
と
い
う
共
通
項
が
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
朱
熹
も
『
楚

辭
集
注
』（
以
下
『
集
注
』
と
す
る
。）
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

流
從
、
言
隨
從
上
化
、
如
水
之
流
也
。

流
從
と
は
、
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
上
の
化
に
隨
從
す
る
こ
と
、
水

の
流
れ
の
ご
と
き
な
り
。

王
逸
と
同
様
に
朱
熹
も「
隨
從
上
化
」を
指
摘
す
る
。こ
こ
ま
で
、「
俗
」

の
要
素
の
一
つ
と
し
て
、「
變
節
」・「
隨
從
」
と
い
う
変
化
が
関
連

す
る
例
を
確
認
し
た
。
特
に
芳
草
の
変
化
と
い
う
表
現
を
採
る
例
に

特
徴
が
あ
っ
た
。
次
に
芳
草
佩
用
の
保
持
を
以
て
自
己
の
「
非
俗
」

を
示
す
例
を
確
認
す
る（

（1
（

。

擥
木
根
以
結
茝
兮　

木
根
を
擥
り
て
以
て
茝
を
結
び

貫
薜
荔
之
落
蕊　
　

薜
荔
の
落
蕊
を
貫
き

矯
菌
桂
以
紉
蕙
兮　

菌
桂
を
矯
め
て
以
て
蕙
を
紉
ぎ

索
胡
繩
之
纚
纚　
　

胡
繩
を
索
に
し
て
纚
纚
た
り

謇
吾
法
夫
前
脩
兮　

謇 

吾 

夫
の
前
脩
に
法
り

非
世
俗
之
所
服　
　

世
俗
の
服
す
る
所
に
非
ず

右
は
「
前
脩
」
に
法
っ
た
芳
草
の
佩
用
に
よ
っ
て
「
非
俗
」
で
あ
る

自
己
を
示
す
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
確
認
し
た
、
芳
草
の
変
化
が

「
從
俗
」
を
表
現
す
る
と
い
う
用
例
と
並
べ
る
こ
と
で
、「
前
脩
」
に

法
る
芳
草
佩
用
を
保
つ
こ
と
が
「
非
俗
」
を
示
す
と
い
う
表
現
が
際

立
つ
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
ま
で
の
二
例
を
ま
と
め
る
と
、
変
化
・
変
節
・

随
従
す
る
の
が
「
俗
」
の
性
質
で
あ
り
、
一
方
で
「
前
」
に
法
り
、

自
己
の
節
を
保
つ
の
が
「
非
俗
」
で
あ
る
と
指
摘
し
得
よ
う
。
そ
し

て
「
離
騷
」
中
の
「
余
」
は
「
非
俗
」
で
あ
り
、「
反
俗
」
で
あ
る
「
前
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脩
」
を
志
向
す
る
。
こ
の
よ
う
な
「
前
脩
」
や
「
前
聖
」
に
対
す
る

「
余
」
の
憧
憬
と
も
取
れ
る
表
現
は
、「
離
騷
」
に
は
こ
の
他
に
も
複

数
確
認
で
き
る（

（1
（

。
こ
の
「
前
」
へ
の
憧
憬
は
、「
反
俗
」
の
表
明
で

あ
る
と
も
捉
え
ら
れ
よ
う
。

　

次
節
で
は
、
芳
草
と
悪
草
と
の
表
現
を
端
緒
と
し
て
、
さ
ら
に
変

化
以
外
の
「
俗
」
の
要
素
に
つ
い
て
確
認
す
る
。

ｂ
、「
俗
」
と
「
黨
」・「
衆
」・「
朋
」
と

　

芳
草
の
変
化
が
「
俗
」
へ
の
流
従
を
示
す
例
を
先
に
確
認
し
た
。

こ
こ
で
は
ま
ず
、芳
草
と
対
に
な
る
悪
草
を
佩
用
す
る
例
か
ら
、「
俗
」

の
要
素
に
つ
い
て
確
認
を
試
み
る
。「
離
騷
」
に
は
次
の
よ
う
に
、

悪
草
佩
用
の
表
現
が
確
認
で
き
る
。

民
好
惡
其
不
同
兮　
　
　

民
の
好
惡 

其
れ
同
じ
か
ら
ず

惟
此
黨
人
其
獨
異　
　
　

�

惟
だ
此
の
黨
人
の
み
其
れ
獨
り
異
な

る

戶
服
艾
以
盈
要
兮　
　
　

�

戶
ご
と
に
艾
を
服
し
て
以
て
要こ
し

に
盈

た
し

謂
幽
蘭
其
不
可
佩　
　
　

幽
蘭
は
其
れ
佩
ぶ
べ
か
ら
ず
と
謂
ふ

覽
察
草
木
其
猶
未
得
兮　

�

草
木
を
覽
察
す
る
に
其
れ
猶
ほ
未
だ

得
ず

豈
珵
美
之
能
當　
　
　
　

豈
に
珵
美
の
能
く
當
た
ら
ん

蘇
糞
壤
以
充
幃
兮　
　
　

糞
壤
を
蘇
り
て
以
て
幃
に
充
た
し

謂
申
椒
其
不
芳　
　
　
　

申
椒
は
其
れ
芳
ば
し
か
ら
ず
と
謂
ふ

右
の
通
り
、「
黨
人
」
だ
け
が
芳
香
の
な
い
「
艾
」
を
腰
に
帯
び
、

芳
草
で
あ
る
「
幽
蘭
」
は
帯
び
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
そ
の
「
黨

人
」
を
「
覽
察
草
木
其
猶
未
得
兮
」、
つ
ま
り
芳
草
と
悪
草
と
を
見

分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
断
じ
、「
豈
珵
美
之
能
當
」、
ま
し
て
玉

の
美
し
さ
も
判
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
重
ね
る
。更
に
続
け
て
、「
黨
人
」

は
「
糞
壤
」
で
匂
い
袋
を
満
た
し
、「
申
椒
」
を
「
不
芳
」
で
あ
る

と
言
う
、
と
激
し
く
非
難
す
る
。
つ
ま
り
「
黨
人
」
と
は
、
芳
草
を

「
不
芳
」
と
誤
認
す
る
存
在
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
「
俗
」
へ
の

流
従
の
象
徴
で
あ
る
悪
草
を
佩
用
す
る
「
黨
人
」
と
は
、
こ
の
他
に

如
何
に
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
更
に
「
黨
人
」
の
表
現
を
確

認
す
る
。

　

何
瓊
佩
之
偃
蹇
兮　
　

何
ぞ
瓊
佩
の
偃
蹇
た
る

　

衆
薆
然
而
蔽
之　
　
　

衆 

薆
然
と
し
て
之
を
蔽
ふ

　

惟
此
黨
人
之
不
諒
兮　

惟
だ
此
の
黨
人
の
諒
な
ら
ざ
れ
ば

　

恐
嫉
妒
而
折
之　
　
　

�

恐
ら
く
は
嫉
妒
し
て
之
を
折
か
ん
こ
と
を
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右
の
部
分
に
は
、「
余
」
の
立
派
な
「
瓊
佩
」
を
「
衆
」
が
立
ち
塞
が
っ

て
「
蔽
」
っ
て
し
ま
う
、
と
あ
る
。
こ
の
「
衆
」
と
は
次
句
の
「
黨

人
」
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。「
余
」
は
「
黨
人
之
不
諒
」
を
嘆
き
、

彼
ら
の
「
嫉
妒
」
に
よ
っ
て
自
身
の
「
瓊
佩
」
が
「
折
」
か
れ
る
こ

と
を
推
測
す
る
の
で
あ
る
。
因
み
に
「
瓊
佩
」
に
つ
い
て
は
、
具
体

的
な
佩
玉
を
指
す
だ
け
で
は
な
く
、
象
徴
的
な
事
物
で
あ
る
と
の
解

釈
が
あ
る
。『
集
注
』
に
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

言
我
所
佩
瓊
玉
、
德
美
之
盛
、
蓋
以
自
况
也
。

言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
我
が
佩
ぶ
る
所
の
瓊
玉
、
德
美
の
盛
ん
な
る
、

蓋
し
以
て
自
况
な
ら
ん
。

即
ち
、
自
ら
が
帯
び
る
佩
玉
と
は
、
自
身
の
「
德
美
之
盛
」
を
「
自

况
」
す
る
と
い
う
解
釈
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
を
採
れ
ば
、
以
上
の
部

分
に
確
認
さ
れ
る
「
黨
人
」
は
「
余
」
自
身
の
「
德
美
」
を
覆
い
隠

す
存
在
と
し
て
認
識
し
得
る
。
こ
こ
で
の
「
黨
人
」
に
つ
い
て
は
、

悪
草
佩
用
だ
け
で
な
く
、「
余
」
に
「
嫉
妒
」
す
る
点
や
、「
余
」
を

「
蔽
」
ふ
と
い
う
行
為
を
と
る
点
、「
衆
」
と
表
現
さ
れ
る
点
に
注
目

し
た
い
。
以
上
三
点
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
、
ひ
と
ま
ず

他
の
部
分
に
於
け
る
「
黨
人
」
の
例
の
確
認
を
進
め
る
。

惟
黨
人
之
偷
樂
兮　
　
　

黨
人
の
偷
樂
す
る
を
惟
ふ
に

路
幽
昧
以
險
隘　
　
　
　

路 

幽
昧
に
し
て
以
て
險
隘
な
り

豈
余
身
之
憚
殃
兮　
　
　

豈
に
余
が
身
の
殃
を
憚
ら
ん
や

恐
皇
輿
之
敗
績　
　
　
　

皇
輿
の
敗
績
せ
ん
こ
と
を
恐
る

忽
奔
走
以
先
後
兮　
　
　

忽
ち
奔
走
し
て
以
て
先
後
し

及
前
王
之
踵
武　
　
　
　

前
王
の
踵
武
に
及
ば
ん
と
す

荃
不
察
余
之
中
情
兮　
　

荃 

余
の
中
情
を
察
せ
ず

反
信
讒
而

怒　
　
　
　

反
つ
て
讒
を
信
じ
て

怒
す

余
固
知
謇
謇
之
爲
患
兮　

‌�

余 

固
よ
り
謇
謇
の
憂
ひ
爲
る
を
知

れ
ど
も

忍
而
不
能
舍
也　
　
　
　

忍
ん
で
舍
く
能
は
ざ
る
な
り

指
九
天
以
爲
正
兮　
　
　

九
天
を
指
さ
し
て
以
て
正
と
爲
さ
ん

夫
唯
靈
脩
之
故
也　
　
　

夫
れ
唯
だ
靈
脩
の
故
な
り

「
黨
人
之
偷
樂
」
と
あ
り
、
そ
れ
を
思
う
と
「
路
幽
昧
以
險
隘
」
で

あ
る
と
続
く
。
つ
ま
り
、「
黨
人
之
偷
樂
」
と
は
、
徒
党
・
朋
党
を

組
む
者
た
ち
が
、
先
を
勘
案
せ
ず
お
ざ
な
り
に
生
き
る
こ
と
を
指
す

の
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
「
路
」
は
「
幽
昧
」
で
あ
り
「
險
隘
」

で
あ
る
と
「
余
」
は
案
じ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
余
」
は
、「
黨
人
」

を
原
因
と
す
る
「
余
身
」
の
「
殃
」
で
は
な
く
「
皇
輿
之
敗
績
」
を

恐
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
余
」
の
思
い
は
「
荃
」
に
は
察
せ
ら
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れ
な
い
。「
黨
人
」は「
余
」の
非
難
対
象
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、「
余
」

の
「
指
九
天
」
と
い
う
激
情
に
基
づ
く
行
為
を
誘
引
す
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
、「
俗
」
へ
の
流
従
の
象
徴
で
あ
る
、
悪
草
佩
用
を
し

た
「
黨
人
」
の
例
を
端
緒
と
し
て
、そ
の
他
の
部
分
に
つ
い
て
も
「
黨

人
」
の
表
現
を
確
認
し
た
。
い
ず
れ
の
部
分
に
於
い
て
も
「
黨
人
」

は
「
余
」
の
非
難
対
象
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
「
余
」
を
「
蔽
」
ふ
と

い
う
行
為
を
と
り
、
ま
た
「
余
」
に
対
し
て
「
嫉
妒
」
す
る
と
い
う

表
現
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
「
黨
人
」
の
要
素
は
、「
離
騷
」
に

於
け
る
「
俗
」
の
要
素
の
一
部
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ

ろ
う
か
。

　

加
え
て
「
黨
人
」
が
「
衆
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
先
の
例
よ
り

確
認
し
た
。
そ
こ
で
次
に
は
、「
離
騷
」
に
於
け
る
「
衆
」
の
表
現

に
着
目
す
る
こ
と
で
「
俗
」
の
要
素
を
確
認
し
た
い
。

衆
皆
競
進
以
貪
婪
兮　

衆 

皆 

競
ひ
進
ん
で
以
て
貪
婪
に

憑
不
猒
乎
求
索　
　
　

憑
つ
れ
ど
も
求
索
す
る
に
猒
か
ず

羌
内
恕
己
以
量
人
兮　

�

羌 

内
に
己
を
恕
し
て
以
て
人
を
量
り

各
興
心
而
嫉
妒　
　
　

各
お
の 

心
を
興
し
て
嫉
妒
す

忽
馳
騖
以
追
逐
兮　
　

忽
ち
馳
騖
し
て
以
て
追
逐
す

非
余
心
之
所
急　
　
　

余
が
心
の
急
と
す
る
所
に
非
ず

ま
ず
「
貪
婪
」
で
あ
る
「
衆
」
が
表
現
さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
憑
不
猒

乎
求
索
」
と
、
既
に
十
分
で
あ
っ
て
も
追
い
求
め
る
こ
と
を
止
め
な

い
「
衆
」
の
強
欲
さ
が
強
調
さ
れ
る
。
こ
の
「
衆
」
は
「
内
恕
己
以

量
人
兮
」
と
あ
る
よ
う
に
、「
己
」
の
強
欲
さ
を
「
人
」（
他
者
）
も

同
様
に
有
し
て
い
る
と
勝
手
に
推
量
す
る
。
し
た
が
っ
て
、「
余
」

に
も
強
欲
さ
が
あ
る
も
の
だ
と
い
う
誤
認
を
も
と
に
、「
余
」
を
自

ら
と
敵
対
す
る
存
在
で
あ
る
と
「
衆
」
は
認
識
し
、「
興
心
」・「
嫉
妒
」

す
る
の
で
あ
る
。「
嫉
妒
」
は
「
黨
人
」
の
用
例
に
も
確
認
さ
れ
た

表
現
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
余
」
に
「
嫉
妒
」
す
る
の
が
「
黨
人
」
で

あ
り
、「
衆
」
で
あ
る（

（1
（

。
一
方
「
余
」
は
、「
馳
騖
」
や
「
追
逐
」
を

「
非
余
心
之
所
急
」
と
し
て
、「
衆
」
と
自
身
と
の
相
違
を
表
明
す
る
。

『
章
句
』
で
は
、こ
の
「
衆
」
と
「
余
」
と
の
対
立
を
明
確
に
示
し
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

衆
人
急
於
財
利
、
我
獨
急
於
仁
義
也
。

衆
人
は
財
利
に
急
に
し
て
、
我 

獨
り
仁
義
に
急
な
り
。

「
衆
人
」
は
「
財
利
」
を
冀
求
し
、「
我
」
は
「
仁
義
」
を
冀
求
す
る
、

と
記
す
。
こ
こ
で
「
仁
義
」
と
は
何
か
と
い
う
問
題
に
は
触
れ
な
い
。

本
稿
で
は
王
逸
の
添
え
た
「
獨
」
語
に
注
目
す
る
。
対
「
衆
」
と
し

て
の
「
獨
」
で
あ
る
。
自
身
以
外
（「
衆
」
や
「
黨
」
や
、
後
述
す
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七
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る
「
朋
」）
と
は
相
容
れ
な
い
、「
獨
」
な
る
「
余
」
は
、「
離
騷
」

に
「
反
俗
」
の
激
情
が
発
露
す
る
こ
と
と
強
く
関
連
す
る
で
あ
ろ
う
。

以
下
の
部
分
に
も
、「
衆
」
や
「
朋
」
に
対
す
る
「
獨
」
な
る
「
余
」

が
看
取
さ
れ
る
。

衆
不
可
戶
説
兮　
　
　

衆
は
戶
ご
と
に
説
く
べ
か
ら
ず

孰
云
察
余
之
中
情　
　

孰
か
云
に
余
の
中
情
を
察
せ
ん

世
並
舉
而
好
朋
兮　
　

世 
並
び
に
舉
つ
て
朋
を
好
め
る
に

夫
何
焭
獨
而
不
予
聽　

�

夫
れ
何
ぞ
焭
獨
に
し
て
予
に
聽
か
ざ
る

以
上
は
「
女

」
が
「
余
」
に
対
し
て
述
べ
る
言
葉
で
あ
る
。「
衆
」

に
対
し
て
は
一
戸
一
戸
に
「
説
」
く
こ
と
は
で
き
な
い
し
、「
余
」

の
「
中
情
」
を
「
察
」
る
者
は
ど
こ
に
い
よ
う
か
、
と
「
女

」
は

「
余
」
に
対
し
て
述
べ
る
。
こ
の
句
の
内
容
は
先
に
確
認
し
た
、「
衆
」

が
「
内
恕
己
以
量
人
兮
」
で
あ
る
と
い
う
表
現
と
関
わ
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
「
女

」
の
言
葉
は
続
き
、
世
の
中
で
は
朋
党
を
組
ん
で
行

動
す
る
こ
と
が
好
ま
れ
る
の
に
、
お
前
（「
余
」）
は
ど
う
し
て
「
焭

獨
」で
私
の
言
う
こ
と
を
聴
か
な
い
の
か
、と
あ
る
。
こ
こ
で
も「
衆
」

は
「
余
」
の
「
中
情
」
を
解
す
る
こ
と
は
な
い
。
さ
ら
に
「
女

」

が
「
好
朋
」
で
あ
る
「
世
」
に
対
立
す
る
「
焭
獨
」
で
あ
る
「
余
」

に
つ
い
て
指
摘
す
る
。
つ
ま
り
、「
女

」
は
「
余
」
と
「
世
」
と

が
相
容
れ
な
い
と
い
う
構
造
が
見
え
た
上
で
、「
余
」
に
対
し
て
言

葉
を
か
け
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
畢
竟
「
余
」
は
相
容
れ

る
者
を
見
つ
け
出
せ
な
い
ま
ま
に
、即
ち
「
獨
」
で
あ
る
ま
ま
に
「
離

騷
」
は
終
わ
る
。
以
上
の
部
分
か
ら
は
「
衆
」・「
世
」・「
朋
」
と
「
焭

獨
」
と
の
対
立
が
明
確
に
見
て
取
れ
た
。
さ
ら
に
「
衆
」
の
例
を
確

認
す
る
。

衆
女
嫉
余
之
蛾
眉
兮　

衆
女 

余
の
蛾
眉
を
嫉
み

謠
諑
謂
余
以
善
淫　
　

�

謠
諑
し
て
余
を
謂
ふ
に
善
淫
を
以
て
す

固
時
俗
之
工
巧
兮　
　

固
に
時
俗
の
工
巧
な
る

偭
規
矩
而
改
錯　
　
　

規
矩
に
偭
い
て
改
め
錯
き

背
繩
墨
以
追
曲
兮　
　

繩
墨
に
背
い
て
以
て
曲
れ
る
に
追
ひ

競
周
容
以
爲
度　
　
　

周
容
を
競
ひ
て
以
て
度
と
爲
す

右
の
部
分
に
於
い
て
も
こ
れ
ま
で
の
例
と
同
様
に
、「
余
」
に
対
す

る
「
衆
」
の
嫉
妬
が
表
現
さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
謠
諑
謂
余
以
善
淫
」

と
続
き
、「
衆
女
」
が
「
余
」
を
正
確
に
認
識
せ
ず
「
善
淫
」
で
あ

る
と
「
謠
諑
」
す
る
。
こ
こ
ま
で
の
「
衆
」
の
例
に
共
通
す
る
の
は
、

「
余
」
や
或
い
は
そ
の
「
中
情
」
が
「
衆
」
に
は
理
解
さ
れ
な
い
点
、

さ
ら
に
「
余
」
に
対
す
る
「
衆
」
の
嫉
妬
が
表
現
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

次
句
に
は
、「
固
時
俗
之
工
巧
兮
」
と
あ
り
、
や
は
り
「
黨
」・「
朋
」
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と
同
様
、「
衆
」
語
に
も
ま
た
「
俗
」
と
の
関
連
が
窺
え
る
。「
時
俗
」

が
「
工
巧
」
で
あ
る
と
表
現
さ
れ
る
が
、「
巧
」
に
つ
い
て
は
、「
離

騷
」
に
於
い
て
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

雄
鳩
之
鳴
逝
兮　

雄
鳩
の
鳴
き
逝
く
に

余
猶
惡
其
佻
巧　

余
れ
猶
ほ
其
の
佻
巧
を
惡
む

こ
の
部
分
に
於
い
て
も
、
や
は
り
「
巧
」
は
「
余
」
の
「
惡
」
む
要

素
で
あ
る
。「
雄
鳩
」
と
は
「
余
」
と
「
有
娀
之
佚
女
」
と
の
「
媒
」

と
な
っ
た
鳥
で
あ
る
。
し
か
し
「
佻
巧
」
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う

か
、「
余
」
は
「
高
辛
氏
」
に
先
ん
じ
ら
れ
、「
余
」
の
求
婚
は
成
立

し
な
い
。
ま
た
、『
詩
經
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
「
巧
言
」
の
例
が

確
認
で
き
る
。

　
『
詩
經
』
小
雅
「
節
南
山
之
什
」「
雨
無
正（

（2
（

」

哀
哉
不
能
言　

哀
し
い
か
な
言
ふ
能
は
ず

匪
舌
是
出　
　

舌
よ
り
是
れ
出
す
に
匪
ず

維
躬
是
瘁　
　

維
れ
躬
是
れ
瘁
む

哿
矣
能
言　
　

哿
な
り
能
言

巧
言
如
流　
　

巧
言 

流
る
る
が
如
し

俾
躬
處
休　
　

躬
を
し
て
休
に
處
ら
し
む

当
該
部
分
の
伝
を
見
る
と
、「
巧
言
」
と
「
俗
」
と
の
関
連
が
見
出

さ
れ
る
。「
毛
伝
」
に
曰
く
、

巧
言
從
俗
。
如
水
轉
流
。

�

巧
言
は
俗
に
從
ふ
。
水
の
轉
流
す
る
が
如
し
。

こ
こ
で
も
先
の
王
逸
『
章
句
』
の
例
で
確
認
し
た
よ
う
に
、「
從
俗
」

が
「
水
轉
流
」
の
よ
う
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。「
巧
言
」
が
「
俗
」

と
関
連
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、「
離
騷
」
に
於
け
る
「
衆
女
」

の
「
謠
諑
」
や
、「
雄
鳩
」
の
「
佻
巧
」
も
「
巧
言
」
の
一
例
と
考

え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
当
該
の
「
雨
無
正
」
に
対
し
て
、
朱
熹
『
詩

集
傳
（
（2
（

』
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

言
之
忠
者
、
當
世
之
所
謂
不
能
言
者
也
。
故
非
但
出
諸
口
、
而

適
以
瘁
其
躬
。
佞
人
之
言
、
當
世
所
謂
能
言
者
也
。
故
巧
好
其

言
、
如
水
之
流
、
無
所
凝
滞
、
而
使
其
身
處
於
安
樂
之
地
。
蓋

亂
世
昏
主
、惡
忠
直
而
好
諛
佞
類
如
此
。
詩
人
所
以
深
歎
之
也
。

言
の
忠
な
る
者
は
、
當
世
の
所
謂 

言
を
能
く
せ
ざ
る
者
な
り
。

故
に
但
だ
に
諸
を
口
よ
り
出
す
の
み
に
非
ず
し
て
、
適
に
以
て

其
の
躬
を
瘁
む
。
佞
人
の
言
は
、
當
世
の
所
謂 

言
を
能
く
す

る
者
な
り
。
故
に
其
の
言
を
巧
好
な
ら
し
む
こ
と
、
水
の
流
れ
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て
、
凝
滞
す
る
所
無
き
が
如
く
に
し
て
、
其
の
身
を
し
て
安
樂

の
地
に
處
ら
し
む
。
蓋
し
亂
世
の
昏
主
、
忠
直
を
惡
み
て
諛
佞

を
好
む
、
類
ね
此
く
の
如
し
。
詩
人 

深
く
之
を
歎
ず
る
所
以

な
り
。

右
の
朱
熹
の
注
に
よ
れ
ば
、「
巧
言
」
と
は
「
佞
人
之
言
」
で
あ
り
、

「
言
之
忠
者
」
と
対
比
さ
れ
る
言
葉
で
あ
る
。
即
ち
「
巧
言
」
は
「
忠
」

な
ら
ざ
る
「
言
」
で
あ
る
と
解
釈
で
き
よ
う
。
水
が
流
れ
る
よ
う
に

滞
る
こ
と
な
く
、其
の
身
を
「
安
樂
之
地
」
に
居
ら
し
む
言
葉
が
「
巧

言
」
で
あ
る
と
朱
熹
は
述
べ
る
。
ま
た
こ
の
状
況
は
「
亂
世
昏
主
」

が
「
惡
忠
直
而
好
諛
佞
」
で
あ
る
状
態
と
同
様
で
あ
り
、
故
に
「
詩

人
」
は
「
深
歎
」
す
る
の
で
あ
る
と
続
け
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
巧
言
」
と
は
「
佞
人
之
言
」
で
あ
り
、「
深
歎
」

す
べ
き
言
葉
で
あ
る
と
の
解
釈
は
、「
離
騷
」に
於
け
る「
衆
」や「
俗
」

の
言
葉
に
つ
い
て
も
、同
様
に
指
摘
し
得
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

次
に
「
偭
規
矩
而
改
錯
」「
背
繩
墨
以
追
曲
兮
」
の
二
句
に
着
目
し
、

「
俗
」
が
何
に
対
し
て
背
く
の
か
に
つ
い
て
確
認
す
る
。『
章
句
』
に

は
次
の
よ
う
に
言
う
。

以
言
佞
臣
巧
於
言
語
、
背
違
先
聖
之
法
、
以
意
妄
造
、
必
亂
政

治
、
危
君
國
也
。

以
て
佞
臣
は
言
語
に
巧
に
し
て
、
先
聖
の
法
に
背
違
し
、
意
を

以
て
妄
造
し
、
必
ず
政
治
を
亂
し
、
君
の
國
を
危
ふ
く
す
る
を

言
ふ
。

右
の
王
逸
の
解
釈
で
は
、「
時
俗
」
を
「
佞
臣
」
と
し
て
、
そ
の
「
佞

臣
」
が
背
く
の
は
「
先
聖
之
法
」
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
呂
延
濟
の

注
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

規
矩
、
法
則
也
。（
中
略
）
言
工
巧
之
人
、
背
違
繩
墨
、
妄
爲

法
則
、
改
古
之
道
、

規
矩
は
、
法
則
な
り
。（
中
略
）
言
ふ
こ
こ
ろ
は
、
工
巧
の
人
、

繩
墨
に
背
違
し
、
妄
り
に
法
則
を
爲
り
、
古
の
道
を
改
む
、

「
先
聖
之
法
」
や
「
古
之
道
」
に
背
く
の
が
「
俗
」
で
あ
る
と
解
釈

し
う
る
。
さ
す
れ
ば
、
先
述
し
た
よ
う
に
「
前
脩
」
や
「
前
聖
」
へ

の
憧
憬
を
抱
く
「
余
」
は
「
反
俗
」
で
あ
る
と
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
ま
で
、「
俗
」
の
要
素
と
し
て
の
「
黨
」「
衆
」「
朋
」
を
、「
余
」

と
の
対
立
を
軸
に
確
認
し
て
き
た
。
以
下
の
二
点
が
「
離
騷
」
に
於

け
る
「
俗
」
の
要
素
で
あ
ろ
う
。

　

㈠
「
余
」
に
対
す
る
嫉
妬

　

㈡�

「
先
」「
古
」「
前
」
等
の
「
過
去
」
認
識
の
「
余
」
と
の
相
異
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こ
れ
ら
の
二
点
が
、「
離
騷
」
に
於
け
る
「
余
」
を
「
獨
」
な
ら
し

め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
次
項
で
は
、「
余
」
と
「
俗
」
と
を

分
け
る
要
素
に
つ
い
て
、
こ
こ
ま
で
の
確
認
事
項
を
前
提
に
検
討
す

る
。

三
、「
余
」
と
「
俗
」
と
の
区
分

　

こ
こ
ま
で
、「
俗
」
に
複
数
の
要
素
を
見
出
し
、
そ
れ
ら
の
内
容

を
確
認
し
た
。
本
項
で
は
、こ
こ
ま
で
の
確
認
事
項
を
前
提
に
、「
余
」

と
「
俗
」
と
の
区
分
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
以
下
に
両
者
の
区
分
を

示
す
部
分
を
引
用
す
る
。

高
余
冠
之
岌
岌
兮　
　

余
が
冠
を
高
く
し
て
岌
岌
た
り

長
余
佩
之
陸
離　
　
　

余
が
佩
を
長
く
し
て
陸
離
た
り

芳
與
澤
其
雜
糅
兮　
　

芳
と
澤
と
其
れ
雜
糅
し

唯
昭
質
其
猶
未
虧　
　

唯
だ
昭
質
の
み
其
れ
猶
ほ
未
だ
虧
け
ず

忽
反
顧
以
遊
目
兮　
　

忽
ち
反
顧
し
て
以
て
目
を
遊
ば
し
め

將
往
觀
乎
四
荒　
　
　

將
に
往
き
て
四
荒
を
觀
ん
と
す

佩
繽
紛
其
繁
飾
兮　
　

佩 

繽
紛
と
し
て
其
れ
繁
く
飾
り

芳
菲
菲
其
彌
章　
　
　

�

芳 

菲
菲
と
し
て
其
れ
彌
い
よ
章
ら
か

な
り

民
生
各
有
所
樂
兮　
　

民
生
の
各
お
の
樂
む
所
有
り

余
獨
好
脩
以
爲
常　
　

余 

獨
り
脩
を
好
ん
で
以
て
常
と
爲
す

雖
體
解
吾
猶
未
變
兮　

�

體
解
せ
ら
る
と
雖
も
吾 

猶
ほ
未
だ
變

ぜ
ず

豈
余
心
之
可
懲　
　
　

豈
に
余
が
心
の
懲
る
べ
け
ん
や

右
の
引
用
部
分
で
は
、
ま
ず
自
己
の
芳
草
佩
用
に
つ
い
て
述
べ
る
。

こ
れ
ま
で
に
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
芳
草
佩
用
は
「
反
俗
」
で
あ

る
自
己
を
示
す
。
そ
し
て
、
こ
の
芳
草
佩
用
に
つ
い
て
「
余
獨
好
脩

以
爲
常
」
で
あ
る
と
の
認
識
が
示
さ
れ
る
。
つ
ま
り
「
余
」
の
み
が

「
獨
」
り
「
好
脩
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
常
」
と
す
る
と
い
う
の
で

あ
る
。
こ
こ
か
ら
、「
余
」
と
そ
れ
以
外
と
を
区
分
す
る
の
は
、「
好

脩
」
か
否
か
で
あ
る
と
読
み
取
れ
よ
う
。
し
た
が
っ
て
「
俗
」
は
「
好

脩
」
で
は
な
い
と
指
摘
で
き
る
。
そ
し
て
続
く
句
に
於
い
て
、
た
と

え「
體
解
」さ
れ
る
と
し
て
も
、「
好
脩
以
爲
常
」で
あ
る
こ
と
を「
變
」

え
な
い
、
と
激
し
い
表
現
を
伴
っ
て
「
余
」
は
宣
言
す
る
。
こ
こ
に

発
露
す
る
激
情
こ
そ
が
「
離
騷
」
の
文
学
的
個
性
の
一
端
で
あ
る
と

筆
者
は
読
み
取
る
の
で
あ
る
。
続
け
て
「
好
脩
」
に
関
わ
る
他
の
部

分
を
確
認
す
る
。

蘭
芷
變
而
不
芳
兮　

蘭
芷 

變
じ
て
芳
し
か
ら
ず
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荃
蕙
化
而
爲
茅　
　

荃
蕙 

化
し
て
茅
と
爲
る

何
昔
日
之
芳
草
兮　

何
ぞ
昔
日
の
芳
草

今
直
爲
此
蕭
艾
也　

今
直
ち
に
此
の
蕭
艾
と
爲
れ
る

豈
其
有
他
故
兮　
　

豈
に
其
れ
他
故
有
ら
ん
や

莫
好
脩
之
害
也　
　

脩
を
好
む
莫
き
の
害
な
り

こ
の
部
分
で
は
、
芳
草
が
悪
草
へ
と
変
化
す
る
例
を
挙
げ
、
そ
の
理

由
を
述
べ
る
。
即
ち
「
豈
其
有
他
故
兮 

莫
好
脩
之
害
也
」、
ど
う
し

て
他
の
理
由
が
あ
る
だ
ろ
う
か
、「
好
脩
」
で
な
い
こ
と
の
「
害
」

が
そ
の
理
由
で
あ
る
、
と
明
確
に
表
明
す
る
。
既
に
芳
草
の
変
化
と

「
從
俗
」「
流
俗
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
述
べ
た
。
つ
ま
り
、
こ
こ

か
ら
読
み
取
れ
る
の
は
、「
好
脩
」
で
な
い
か
ら
「
從
俗
」「
流
俗
」

す
る
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
以
上
の
例
か
ら
、「
好
脩
」
が
「
余
」

と
「
俗
」
と
を
区
分
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
更
に
「
脩
」
に
つ

い
て
は
「
離
騷
」
中
に
複
数
の
例（

（2
（

が
確
認
で
き
る
が
、
本
稿
で
は
ひ

と
ま
ず
、「
余
」
と
「
俗
」
と
を
区
分
す
る
の
が
「
脩
」
で
あ
る
と

い
う
指
摘
の
み
に
留
め
る
。「
離
騷
」
に
於
け
る
「
脩
」
が
「
余
」

に
と
っ
て
如
何
な
る
概
念
で
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
稿
を
改
め
て

検
討
を
試
み
た
い
。

四
、
結
び
に
か
え
て

　

こ
こ
ま
で
述
べ
た
卑
見
を
ま
と
め
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
少
し

く
言
及
す
る
こ
と
で
結
び
に
か
え
る
。

　

第
一
項
で
は
、『
說
文
解
字
』
や
そ
の
注
釈
、『
孟
子
』
な
ど
か
ら

「
俗
」
語
に
つ
い
て
確
認
し
、「
俗
」
認
識
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
ら

れ
る
と
指
摘
し
た
。
即
ち
、㈠ 

習
俗
・
旧
来
的
事
項
と
し
て
の
「
俗
」

認
識
、
㈡ 

非
難
対
象
と
し
て
の
「
俗
」
認
識
、
の
二
つ
で
あ
る
。

そ
し
て
「
離
騷
」
に
於
け
る
「
俗
」
は
、
㈡
の
認
識
で
表
現
さ
れ
る

と
い
う
想
定
を
述
べ
た
。

　

第
二
項
で
は
、「
離
騷
」
に
於
け
る
「
俗
」
語
の
検
討
を
試
み
た
。

ま
ず
変
化
と
「
俗
」
と
の
関
連
を
指
摘
し
た
。
変
化
す
る
「
俗
」
の

一
方
で
、「
前
脩
」「
前
聖
」
へ
の
「
余
」
の
憧
憬
を
確
認
し
た
。
続

い
て
「
黨
」「
衆
」「
朋
」
と
い
っ
た
「
俗
」
の
要
素
と
な
る
語
へ
の

検
討
を
試
み
た
。
こ
れ
ら
は
「
余
」
へ
の
嫉
妬
と
共
に
表
現
さ
れ
た
。

ま
た
「
前
脩
」
や
「
前
聖
」
と
い
っ
た
「
余
」
が
憧
憬
す
る
「
過
去
」

に
対
し
て
、「
俗
」
が
そ
れ
ら
に
背
く
解
釈
を
注
釈
か
ら
見
出
し
た
。

加
え
て
「
黨
」「
衆
」「
朋
」
で
あ
る
「
俗
」
に
対
峙
す
る
、「
獨
」

な
る
「
余
」
に
つ
い
て
指
摘
し
た
。

　

第
三
項
で
は
、「
余
」
と
「
俗
」
と
を
区
分
す
る
の
は
「
好
脩
」

か
否
か
に
あ
る
と
指
摘
し
た
。
第
二
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
検
討
か
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五

ら
、「
離
騷
」
が
「
反
俗
」
で
あ
る
「
余
」
の
激
情
の
発
露
で
あ
る

と
指
摘
で
き
よ
う
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、「
俗
」
に
対
す
る
激
情

が
「
離
騷
」
に
於
け
る
文
学
的
個
性
の
一
端
で
あ
る
と
筆
者
は
読
み

取
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
ま
で
各
所
、
或
い
は
注
に
於
い
て
、
今
後
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
点
に
つ
い
て
は
触
れ
た
が
、
最
後
に
も
う
一
つ
課
題
を
挙
げ
た

い
。
今
回
「
離
騷
」
に
範
囲
を
限
定
し
て
「
俗
」
の
検
討
を
進
め
た
。

そ
の
検
討
範
囲
を
「
離
騷
」
以
外
の
篇
に
拡
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な

る
。

　

◎
離
騷
…
四
カ
所　
　

◎
九
章
…
二
カ
所　
　

◎
遠
遊
…
一
カ
所

　
　

卜
居
…
一
カ
所　
　
　

漁
父
…
一
カ
所

�

以
上
『
集
注
』
に
拠
る
「
屈
賦
」

　

◎
九
辯
…
三
カ
所　
　
　

招
魂
…
一
カ
所　
　

◎
惜
誓
…
二
カ
所

　

◎
七
諫
…
六
カ
所　
　

◎
哀
時
命
…
二
カ
所　

◎
九
懷
…
三
カ
所

　

◎
九
歎
…
五
カ
所　
　

◎
九
思
…
三
カ
所

�

以
上
『
集
注
』
に
拠
る
「
屈
賦
以
外
」

右
は
各
篇
に
於
け
る
「
俗
」
語
の
出
現
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
内
、
篇
名
の
上
に
◎
を
つ
け
た
篇
は
、
藤
野
岩
友
博
士
の
『
增

補
巫
系
文
學
論
』（
大
學
書
房
・
一
九
六
九
年
）
の
図
表
「
巫
系
文

學
系
統
表
」
に
於
い
て
、「
自
序
文
學
」
―
祝
辭
系
文
學
―
に
分
類

さ
れ
る
篇
で
あ
る
。「
俗
」
語
が
出
現
す
る
十
三
の
篇
の
内
、
十
の

篇
が
「
自
序
文
學
」
―
祝
辭
系
文
學
―
に
系
統
立
て
ら
れ
る
。
以
上

に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
筆
者
に
は
詳
述
す
る
準
備
が
な
い
。
冒

頭
に
示
し
た
「
離
騷
」
に
対
す
る
問
題
を
ひ
と
ま
ず
の
課
題
と
し
、

文
学
系
統
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
そ
の
先
の
展
望
と
し
て
、
今
は
気

づ
い
た
点
を
披
瀝
す
る
に
留
め
て
お
く
。

注（
1
）　

司
馬
遷
『
史
記
』
卷
八
十
四
「
屈
原
賈
生
列
傳
第
二
十
四
」
や
、王
逸
『
楚

辭
章
句
』
以
来
の
「
伝
統
的
解
釈
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
否
定
的
な
解
釈

に
つ
い
て
は
、
稻
畑
耕
一
郎
氏
「
屈
原
否
定
論
の
系
譜
」（「
中
国
文
学
研

究
（
三
）」・
早
稻
田
大
學
中
國
文
學
會
・
一
九
七
七
年
）
な
ど
に
詳
し
い
。

（
2
）　

本
稿
で
は
ひ
と
ま
ず
、「
離
騷
」
の
言
語
表
現
か
ら
看
取
し
得
る
、「
離
騷
」

世
界
観
を
成
立
さ
せ
る
激
情
の
淵
源
を「
文
学
的
個
性
」と
し
て
お
き
た
い
。

（
3
）　

拙
稿
「
楚
辭
「
離
騷
」
に
於
け
る
変
易
」（『
國
學
院
雜
誌
』
第
一
二
一

巻 

第
十
号
・
二
〇
二
〇
年
十
月
）
参
照
。

（
4
）　

拙
稿
「
楚
辭
「
離
騷
」
の
「
美
」
に
つ
い
て
」（『
國
學
院
大
學
中
國
學
會
』

第
六
十
六
輯
・
二
〇
二
〇
年
十
二
月
）
参
照
。

（
5
）　

以
下
、
楚
辭
本
文
に
は
『
屈
原
集
校
注
』（
金
開
誠
等
・
中
華
書
局
中
國

古
典
文
學
叢
書
・
一
九
九
六
年
）
を
使
用
し
、
適
宜
諸
本
を
参
看
し
た
。

（
6
）　

赤
塚
忠
氏
「
悲
劇
「
離
騒
」
の
意
味
す
る
も
の
」（『
二
松
学
舎
大
学
人
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文
論
叢
』
第
十
三
輯
・
一
九
七
四
年
三
月
、『
赤
塚
忠
著
作
集　

第
6
巻
楚

辞
研
究
』
研
文
社
・
一
九
八
六
年
に
所
収
）
の
一
部
で
は
、「
離
騒
」
の
世

俗
と
反
世
俗
と
の
対
峙
に
つ
い
て
言
及
が
あ
る
。

（
7
）　

底
本
に
は
『
説
文
解
字 

附
檢
字
』（
許
慎
撰
・
中
華
書
局
・
一
九
六
三
年
）

を
使
用
し
た
。

（
8
）　

底
本
に
は
『
説
文
解
字
繋
傳
』（
徐
鍇
撰
・
中
華
書
局
・
一
九
八
七
年
）

を
使
用
し
た
。

（
9
）　

底
本
に
は
『
説
文
解
字
注
』（
段
玉
裁
注
・
世
紀
出
版
集
團
・
上
海
古
籍

出
版
社
・
一
九
八
八
年
）
を
使
用
し
た
。

（
10
）　

な
お
梁
・
顧
野
王
『
玉
篇
』
に
は
、「
俗
、
風
俗
。（
俗
は
、
風
俗
な
り
。）」

と
あ
る
。
ひ
と
ま
ず
字
書
類
に
於
け
る
「
俗
」
義
を
一
瞥
す
る
と
、「
俗
」

と
は
、人
々
が
伝
え
、繰
り
返
さ
れ
る
習
わ
し
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
11
）　
『
孟
子
』
に
於
け
る
「
俗
」
語
は
、「
世
俗
」・「
流
俗
」
の
他
に
、「
遺
俗
」・

「
國
俗
」・「
今
之
俗
」
な
ど
、
六
カ
所
確
認
さ
れ
る
。

（
12
）　

以
下
、『
孟
子
』
の
底
本
に
は
『
孟
子
注
疏
』（『
十
三
経
注
疏 

附
校
勘
記
』

藝
文
印
書
館
・
一
九
七
九
年
）
を
使
用
し
、
適
宜
『
孟
子
注
疏
（
十
三
経

注
疏
）』（
北
京
大
学
出
版
社
・
二
〇
〇
〇
年
）
の
標
点
本
を
参
照
し
た
。

（
13
）　
『
荀
子
』
に
於
け
る
「
世
俗
」
語
は
、
十
六
カ
所
確
認
さ
れ
る
。「
俗
」

語
で
見
て
も
数
多
く
確
認
し
得
る
。『
荀
子
』
に
は
賦
篇
も
あ
り
、
表
現
の

面
に
於
い
て
楚
辭
と
の
強
い
関
連
が
想
定
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
検
討
す
る

準
備
が
な
い
の
で
、
楚
辭
と
『
荀
子
』
と
の
比
較
検
討
は
今
後
の
課
題
と

し
た
い
。

（
14
）　

底
本
に
は
『
楚
辭
補
注
』（
楚
辭
要
籍
叢
刊
・
上
海
古
籍
出
版
社
・

二
〇
一
五
年
）
を
使
用
し
た
。

（
15
）　

底
本
に
は
『
楚
辭
補
注
』（
楚
辭
要
籍
叢
刊
・
上
海
古
籍
出
版
社
・

二
〇
一
五
年
）
を
使
用
し
た
。

（
16
）　

底
本
に
は
『
楚
辭
燈
』（
楚
辭
要
籍
叢
刊
・
上
海
古
籍
出
版
社
・

二
〇
一
九
年
）
を
使
用
し
た
。

（
17
）　
「
離
騷
」
に
於
け
る
「
余
」
の
芳
草
の
佩
用
・
服
用
の
例
、
或
い
は
悪
草

佩
用
を
拒
む
例
は
複
数
確
認
で
き
る
。
以
下
に
そ
の
一
部
を
示
し
て
お
く
。

　
　
　
　

薋
菉
葹
以
盈
室
兮　
　

薋
・
菉
・
葹 

以
て
室
に
盈
て
る
に

　
　
　
　

判
獨
離
而
不
服　
　
　

判
と
し
て
獨
り
離
れ
て
服
せ
ざ
る

　
　
　
　

朝
飲
木
蘭
之
墜
露
兮　

朝
に
は
木
蘭
の
墜
露
を
飲
み

　
　
　
　

夕
餐
秋
菊
之
落
英　
　

夕
に
は
秋
菊
の
落
英
を
餐
ふ

　
　
　
　

製
芰
荷
以
爲
衣
兮　
　

芰
荷
を
製
ち
て
以
て
衣
と
爲
し

　
　
　
　

集
芙
蓉
以
爲
裳　
　
　

芙
蓉
を
集
め
て
以
て
裳
と
爲
す

　
　
　
　

不
吾
知
其
亦
已
兮　
　

吾
れ
を
知
ら
ざ
る
も
其
れ
亦
た
已
ま
ん

　
　
　
　

苟
余
情
其
信
芳　
　
　

苟
に
余
が
情 

其
れ
信
に
芳
し

　
　

こ
の
他
に
も
、
神
へ
の
贈
り
物
と
し
て
の
芳
草
な
ど
の
用
例
も
確
認
で
き

る
。
こ
れ
ら
芳
草
の
表
現
が
楚
辭
の
特
質
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
先
賢
の



楚
辭
「
離
騷
」「
俗
」
義
初
探

四
七

指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
18
）　
「
前
聖
」
や
「
前
脩
」
へ
の
「
余
」
の
憧
憬
は
、
次
の
よ
う
な
表
現
か
ら

見
て
取
れ
よ
う
。

　
　
　
　

伏
清
白
以
死
直
兮　

清
白
に
伏
し
て
以
て
直
に
死
す
る
は

　
　
　
　

固
前
聖
之
所
厚　
　

固
に
前
聖
の
厚
し
と
す
る
所
な
り

　
　
　
　

不
量
鑿
而
正
枘
兮　

鑿
を
量
ら
ず
し
て
枘
を
正
に
し
か
ば

　
　
　
　

固
前
脩
以
菹
醢　
　

固
に
前
脩
以
て
菹
醢
に
せ
ら
れ
き

　
　
　
　

曾
歔
欷
余
鬱
邑
兮　

曾
ね
て
歔
欷
し
て
余 

鬱
邑
し

　
　
　
　

哀
朕
時
之
不
當　
　

朕
が
時
の
當
ら
ざ
る
を
哀
し
み

　
　
　
　

攬
茹
蕙
以
掩
涕
兮　

茹
蕙
を
攬
り
て
以
て
涕
を
掩
へ
ば

　
　
　
　

霑
余
襟
之
浪
浪　
　

余
が
襟
を
霑
し
て
浪
浪
た
り

　
　

な
お
こ
れ
ら
は
、「
死
」
や
「
涕
」
と
い
っ
た
感
情
の
昂
揚
が
伴
う
表
現
に

関
連
す
る
。「
前
」・「
古
」・「
舊
」
に
対
す
る
「
余
」
の
情
動
に
つ
い
て
は
、

稿
を
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
19
）　

こ
の
他
に
も
、「
離
騷
」
に
見
ら
れ
る
「
嫉
妒
」
の
表
現
に
は
、
次
の
よ

う
な
例
が
あ
る
。

　
　
　
　

世
溷
濁
而
不
分
兮　

世 

溷
濁
し
て
分
か
れ
ず

　
　
　
　

好
蔽
美
而
嫉
妒　
　

好
ん
で
美
を
蔽
ひ
て
嫉
妒
す

　
　
　
　

世
溷
濁
而
嫉
賢
兮　

世 

溷
濁
し
て
賢
を
嫉
み

　
　
　
　

好
蔽
美
而
稱
惡　
　

好
ん
で
美
を
蔽
ひ
て
惡
を
稱
ぐ

　
　

そ
れ
ぞ
れ
「
世
溷
濁
」「
好
蔽
美
」
と
い
う
語
と
共
に
表
現
さ
れ
る
が
、「
俗
」

の
特
徴
的
な
行
為
の
一
つ
と
し
て
、「
余
」
の
「
美
」
や
「
瓊
佩
」
を
「
蔽
」

ふ
と
い
う
行
為
が
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
が
「
離
騷
」
に
見
ら
れ
る
特
異
な

表
現
で
あ
る
の
か
、
別
稿
に
て
検
討
し
た
い
。

（
20
）　
『
詩
經
』
本
文
・
毛
傳
の
底
本
に
は
『
毛
詩
正
義
』（『
十
三
経
注
疏 

附

校
勘
記
』藝
文
印
書
館
・
一
九
七
九
年
）を
使
用
し
、適
宜『
毛
詩
正
義（
十
三

経
注
疏
）』（
北
京
大
学
出
版
社
・
二
〇
〇
〇
年
）
の
標
点
本
を
参
照
し
た
。

（
21
）　

底
本
に
は
『
詩
集
傳
』（
台
湾
中
華
書
局
・
一
九
九
六
年
）
を
使
用
し
た
。

（
22
）　
「
離
騷
」
に
於
け
る
「
脩
」
語
に
つ
い
て
、
そ
の
用
例
を
以
下
に
示
し
て

お
く
。

　
　
　
　

紛
吾
既
有
此
内
美
兮　

紛
と
し
て
吾 

既
に
此
の
内
美
有
り

　
　
　
　

又
重
之
以
脩
能　
　
　

又 

之
に
重
ぬ
る
に
脩
能
を
以
て
す

　
　
　
　

余
雖
脩
姱
以
鞿
羈
兮　

余 

脩
姱
し
て
以
て
鞿
羈
す
と
雖
も

　
　
　
　

謇
朝
誶
而
夕
替　
　
　

謇 

朝
に
誶
め
て
夕
に
替
て
ら
る

　
　
　
　

既
替
余
以
蕙
纕
兮　
　

既
に
余
を
替
つ
る
に
蕙
纕
を
以
て
し

　
　
　
　

又
申
之
以
攬
茝　
　
　

又 

之
に
申
ぬ
る
に
攬
茝
を
以
て
す

　
　
　
　

亦
余
心
之
所
善
兮　
　

亦
た
余
が
心
の
善
み
す
る
所

　
　
　
　

雖
九
死
其
猶
未
悔　
　

九
死
す
と
雖
も
其
れ
猶
ほ
未
だ
悔
い
ず
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老
冉
冉
其
將
至
兮　
　

老
冉
冉
と
し
て
夫
れ
將
に
至
ら
ん
と
す

　
　
　
　

恐
脩
名
之
不
立　
　
　

脩
名
の
立
た
ざ
ら
ん
こ
と
を
恐
る

　
　
　
　

汝
何
博
謇
而
好
脩
兮　

汝 

何
ぞ
博
謇
に
し
て
脩
を
好
み

　
　
　
　

紛
獨
有
此
姱
節　
　
　

紛
と
し
て
獨
り
此
の
姱
節
有
る
や

　
　
　
　

苟
中
情
其
好
脩
兮　
　

苟
に
中
情 

其
れ
脩
を
好
ま
ば

　
　
　
　

又
何
必
用
夫
行
媒　
　

又 
何
ぞ
必
ず
し
も
夫
の
行
媒
を
用
ひ
ん

　
　

以
上
の
よ
う
に
「
離
騷
」
に
は
複
数
の
「
脩
」
語
が
確
認
で
き
る
。「
余
」

が
強
く
冀
求
し
た
対
象
で
あ
る
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
別
に

検
討
の
機
会
を
持
ち
た
い
。

附
記　

�

本
稿
は
國
學
院
大
學
中
國
學
會
第
二
二
一
回
例
会
（
令
和
三
年
十
月

二
十
三
日
）
で
の
報
告
に
基
づ
い
て
作
成
し
た
。
当
日
は
先
生
方
よ
り

貴
重
な
御
助
言
を
賜
っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。

〔
キ
ー
ワ
ー
ド
〕
楚
辭
、
離
騷
、
俗
、
脩
、
獨


